
§３０ 酸素を含む化合物Ⅱ

Ｐ oint.６２ アルコールの性質 ナトリウムエトキシド

①金属Ｎａと反応 水素 発生 2Ｃ２Ｈ５ＯＨ＋２Ｎａ→２Ｃ２Ｈ５ＯＮａ ＋ Ｈ２

②酸化 第一アルコール → Ｒ－ CHO → Ｒ－ＣＯＯＨ

第二アルコール → Ｒ－ＣＯ－Ｒ '
第三アルコール 酸化されない

③脱水 Ｃ２Ｈ５ＯＨ → ＣＨ２＝ＣＨ２ ＋ Ｈ２Ｏ （170℃のとき）
Ｃ２Ｈ５ＯＨ → Ｃ２Ｈ５ ＯＣ２Ｈ５ ＋ Ｈ２Ｏ （130℃のとき）

④エステル化 Ｒ－ＣＯＯＨ ＋Ｒ '－ＯＨ → Ｒ－ＣＯＯ－Ｒ ' ＋ Ｈ２Ｏ
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CH3OHの酸化
酸化 酸化

CH3OH ＨＣＨＯ ＨＣＯＯＨ

ホルムアルデヒド ギ酸

CH3CH(OH)CH3の酸化

ＣＨ３－ＣＨ－ＣＨ３ 酸化

｜ ＣＨ３ＣＯＣＨ３

OH

アセトン

R
R' Ｃ－ OH 酸化 されない

R"

Ｐ oint.６３ ヨードホルム反応

NaOHと I2を加えると ヨードホルム （化学式ＣＨＩ３ 沈殿の色 黄色 ）ができる。

構造 ＣＨ３－ＣＨ－Ｘ または ＣＨ３－Ｃ－Ｘ

｜ ∥

OH O

例えば

R-OH ＨＣＨＯ Ｒ－ CO－Ｒ

○ エタノール ○ アセトアルデヒド ○ アセトン

× メタノール × アセトアルデヒド ○ エチルメチルケトン

× プロパノール × プロピオンアルデヒド × ジエチルケトン
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